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第
三
回
國
民
骰
育
大
會

参
加
準
備
會

日
本
山
岳
會

九
月
十
八
日
ー
ー
ー
十
九
日
一
ニ
ッ
峠

第
三
回
國
性
の
準
備
合
と
し
て
東
京
山

梨
雨
支
部
を
代
表
し
三
ッ
師
で
集
り
を

開
い
た
。
今
度
の
國
骰
で
の
登

lll
の
宜

賤
は
久
住
山
で
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
を
り
、
他
の
競
技
問
性
と
は
異
つ
て

直
ち
に
膀
敗
を
決
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
事
情
か
ら
集
開
登
山
の
形
式
を
と
り

な
が
ら
岳
人
相
互
の
練
郎
を
は
か
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
ッ
峠
豫
選

會
も
全
く
同
じ
事
情
か
ら
東
京
都
山
梨

縣
の
雨
安
部
が
共
同
、
岩
登
の
ゲ
＞
ン

ヂ
た
る
一
ニ
ッ
峠
に
集
つ
て
出
拗
者
を
豫

選
す
る
こ
と
4

な
っ
た
腰
で
あ
る
。

山
梨
支
部

の
腑
入
り
に
よ
リ
山
頂
小

橙
1

一棟
を
借
り
切
り
山
梨
か
ら
は
今
井

三
井
、
百
淑
の
一
ー
一
氏
以
下
一
ぷ
＇
餘
名
、

東
京
か
ら
は
入
澤
、
沼
野
、
閥
根
常
務

理
事
外
川
森
、
今
井
雨
夫
人
そ
の
他
二

十
五
名
が
折
柄
の
悩
月
を
仰
い
て
穎
上

小
民
に
集
合
、
ま
ず
十
八

H
夜
は
全
員

一
強
に
含
し
て
熱
心
に
山
岳
命
の
池
路

か
ら
山
岳
人
の
歩
み
方
に
至
る
迄
討
議

1 4 3 琥

會

報

第
一

0
五
回
小
集
會

第
三
回
國
民
謄
育
大
會
報
告

が
交
は
さ
れ
、
深
更
迄
座
談
會
が
綬
け
泊
。
十
八
日
夜
来
の
雨
が
雰
に
な
っ
た

ら

れ

た

。

原

を

通

lJ
鳩
待
峠
路
の
紅
葉
に
新
客
の

翌
十
九

H
は
数
ヶ
班
に
分
れ
て
岩
登
の
美
談
を
賞
で
つ
4

下
山
。

練
習
に
向
ひ
各
リ
ー
ダ
ー
指
導
の
下
に

有
意
義
な
練
習
を
行
ひ
大
部
分
は
河
口

湖
を
ま
は
つ
て
下
山
、
山
梨
の
方
々
及

洵
厨
、
新
村
、
川
森
氏
等
は
更
に
濡
在

を
延
し
て
練
習
を
紹
け
無
事
行
事
を
終

了
し
た
。
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東
京
都
山
岳
行
（
東
京
支
部
）
主

備
で
今
後
毎
月
一
阿
小
媒
令
を
開

き
ま
す
0

都
内
及
近
縣
の
方
へ
は

そ
の
都
度
御
通
知
し
ま
す
か
ら
是

非
御
出
席
下
さ
い
。
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尾

瀬

行

（
東
京
都
山
岳
會
）

十
月
十
六

n午
前
七
時
褻
、
日
本
交
通

公
社
主
催
に
滲
加
し
て
今
井
喜
英
子
氏

等
十
名
出
装
。
椙
田
よ
り
大
柄
水
ま
で

特
別
メ
ス
、
長
蔽
小
合
泊
。
十
七

H
燈

岳
登
山
、
紅
葉
は
既
に
晩
し
、
尾
瀬
原

『

十
月
二
十
九
日
午
後
一
時
入
場
式
は
新

設
の
平
和
台
競
技
揚
で
行
は
れ
た
。

一
、
全
國
地
匡
代
表
者
国
議

――云
'Fl
午
前
九
時
半
九
大
工
學
部
諧
堂

で
開
催
。
開
合
の
辟
と
共
に
山
田
光
男

理
市
長
（
大
介
＂
山
岳
部

5
"
）
が
述
べ
た

十
月
八

H

午

後

五

時

岸

骰

育

誼

紐

過

報

告

の

巾

で

登

111部
門
は
他
の
ス

悲
島
倣
男
氏
滞
欧
作
品
を
ア
レ
ン
ヂ
し
ポ
ー
ツ
部
門
と
比
較
し
舘
我
の
配
分
、

た
欧
洲
ア
ル
プ
ス
の
ス
ラ
イ
ド
を
、
同
参
加
人
員
等
に
制
限
を
う
け
並
々
な
ら

氏
獨
特
の
巧
み
な
説
明
を
附
き
な

か

ら

ぬ

障

碍

に

露

而
し
た
と
語
る
言
鋲
の
中

猥
代
、
終
つ
て
小
憩
後
村
松
巖
氏
の
一
に
、
地
元
稿
岡
山
病
連
盟
各
位
の
符
め

冬
山
の
装
備
に
つ
い
て
」
の
闊
湖
あ
り
ら
れ
た
苦
労
の
程
が
察
せ
ら
れ
た
。
合

九
時
散
會
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
は
仲
々
侵
議
は
地
元
日
鐵
山
岳
令
橋
本
三
八
氏
を

秀
で
居
な
が
ら
に
欺
洲
ァ
ル
プ
ス
の
秀
万
楊
一
致
で
議
長
に
推
し
、
松
方

1

＝
郎

麓
さ
を
悩
喫
し
、
訊
り
手
も
再
び
玲
へ
氏
よ
り
敗
戦
後
の
混
迷
時
代
に

日
本

Ill

ゃ
ぅ
岳
合
が
骰
育
合
に
加
盟
し
山
岳
部
門
を

ら
ぬ
幸
多
き
日
を
阿
想
す
る
力
の

で
あ
っ
た
。
諦
演
は
主
と
し

て

ス

キ

ー

換

霜

し

て
以
来
の
考
へ

方
と
し
て

「
今

及
び
屈
品
の
説
明
に
我
さ
れ
た
が
得
る
後
の
＂
本
の
登
山
界
は
廣
い
数
養
、
高

虔
少
く
な
か
っ
た
°
唯
参
加
者
の
少
な
い
技
術
的
訓
練
と
廣
い
甚
礎
の
上
に
立

か

っ

た

の

を

遺

憾

と

す

る

。

っ

た

民

族

的

深

さ

を

も

っ

た

教

養

が

な

（
恨
話
人
村
井
米
子
）
け
れ
ば
泄
界
に
伍
す
る
こ
と
が
出
来
な

い。

懺
界
的
水
準
の
登
山
は
開
間
で
考

へ
る
程
狭
い
技
術
的
範
問
で
な
く
廣
い

某
盤
が
必
要
だ
。
十
人
の
精
鋭
を
生
む

鯰
に
何
千
人
の
便
れ
た
登
山
家
が
後
か

ら
後
か
ら
緻
い
て
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ァ
イ
ガ
ー
、
ア
ル
パ
ー
ク
、
ナ
ン

ダ
コ
ー
ト
等
の
世
界
的
業
絞
が
ぽ
つ
ん

ぽ
つ
ん
と
隔
ち
き
れ
て
あ
る
に
過
ぎ
な

い
の
は
某
礎
的
な
も
の
が
鋏
け
て
い
る

か
ら
だ
。
ま
た
山
を
隈
る
た

め
に
も
小

敷
の
精
鋭
分
子
だ
け
で
は
力
が
足
り
な

、
0

し＂

廣
い
山
の
愛
好
者
を
抱
擁
し
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
。
骰
育
大
會
に
於
け
る
登
山
・
徳
高
屏
風
岩
登
睾

部

門

の

疲

言

力

も

ま

た

基

礎

的

な

組

戟

（

夏

）

山

稜

會

石

岡

繁

雄

の

有

無

が

闘

係

す

る

。

ス

ポ

ー

ツ

園

骰

（

冬

）

伊

藍

洋

平

た
る
骰
育
協
合
内
で
は
世
界
的
水
汎
を
・
極
地
法
に
よ
る
ペ
テ
ガ
lJ
登
山

目

楳

と

す

る

峻

烈

な

訓

練

と

い

ふ

他

の

村

木

店

盆

―
つ
の
使
命
が
あ
る
が
併
せ
て
日
本
の

・
九
州
の
山

に

つ

い

て

加

脚
敗
功

山

に

開

心

を

も

つ

人

が

誰

で

も

滲

加

出

四

、

展

聾

會

来
る
組
緑
が
ほ
し
い

…
」

と

述

べ

た

。

十

月
廿
九
日
ー
十

一月一ー
一日
於
平
利
館

之
に
封
し
各
地
代
表
か
ら
は
地
姫
の
現
登
山
の
各
種
形
式
に
於
け
る
用
具
の
使

朕
報
告
ゃ
意
見
、
質
問
が
な
さ
れ
た
が
ー
用
法
を
通
し
て
川
具
と
技
術
の
愛
澤
を

地
箪
代
表
の
間
に
は
廣
く
山
岳
人
を
包
展
示
し
初
歩
登
jil
者
に
も
理
解
し
得
る

括
し
た
述
盟
と
各
地
連
盟
を
集
め
た
全

よ
う
啓
栄
的
に
説
明
が
な
さ
れ
た
。
際

國
連
合
臼
の
組
織
を
欲
す
る
意
見
が
多
範
園
な
屯
姐
を
岡
解
と
窓
匝
に
よ
り
そ

か

っ

た

。

れ

が

凡

て

地

元

山

岳

人

の

献

身

的

奉

仕

こ
れ
に
つ
い
て
松
方
氏
よ
り
英
同
山

岳

に

よ
り
自
ら
の
手
に
描
か
れ
準
備
さ
れ

會
と
獨
澳
山
岳
會
と
先
進
國
に
於
け
る
た
惣
く
べ
き
努
力
に
は
敬
服
す
る
も
の

二
つ
の
到
理
的
な
組
織
を
説
明
し

U
本

が

あ
っ
た
。

は
特
有
の
形
で
山
の
開
儲
が
出
来
て
よ

一
五

、

映

置

會

い
。
全
國
的
紺
徽
を
考
へ
る
場
合
は
圃
十
一
月
―

-H

平
科
佃
笈
松
竹
剌
揚

骸
を
罪
位
と
し
て
連
盟
を
つ
く
l
J

そ
の
•
宮
士
山
頂
猥
測
所

(
H
本
一
ー
ユ
ー
ス
）

中
心

の
連
合
髄
を

つ
く
る
こ
と
が
各
地
・
ナ
ン
ダ
コ
ー
ト
遠
征

（
毎

H
)

代
表
の
意
に

消
ふ
と
思
ふ

と
述
べ
各
地

・
山
は
招
く
（
運
捺
省
）

厖
一
名
の
代
表
に
よ
つ
て
連
合
個
の
結

六
、
久
住
山
集
中
登
山

成
を
協
談
し
た
結
果
小
委
員
を
定
め
そ
九
州
の
名
山
久
住
山
（
一
七
八
八
米
）

の
具
腟
化
＇
と
す

A

め
る
こ
と
A

な

っ

た

の

山
頂
目
が
け
て
四
コ

ー
ス
か
ら
各
班

二

、

表

彰

規

定

と

審

議

百

ー

百

五

十

名

の
集
中
登
山
を
行
い
、

著
し
い
登
山
の
行
動
並
に
研
究
を
表
彰
一
日
午
前
十
一
時
山
頂
を
五
百
餘
名
の

す
る
こ
と
を
企
脚
し
た
も
の
で
あ
る
が
全
國
山
岳
人
が
埋
め
盛
し
た
牡
戟
は
ま

末
だ
横
絡
さ
ず
報
告
も
不
十
分
の
た

め

づ

前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
秋
の

表
彰
規
定
と
委
員
行
並
に
報
告
形
式
を
好
睛
に
忠
ま
れ
た
九
頂
の
山
々
と
高
原

定
め
、
狩
米
に
譲
る
こ
と
と
し
て
各
代
の
自
然
美
を
祁
喫
す
る
愉
し
い
山
行
で

表
の
諒
承
を
得
、
被
表
杉
者
の
際
涼
と
あ
っ
た
が
わ
け
て
も
大
分
縣
富
局
と
泊

し
て
で
は
な
く
注
目
す
べ
き
登
山
柄
動
道
の
町
村
ゃ
部
落
の
方

々
か
ら
思
い
も

の
記
念
講
梱
を
行
っ
た
0

う
け
ぬ
款
待
を
う
け
た
感
激
は
忘
れ
得

三

、

講

演

會

ぬ
思
い
出
で
あ
る
。
大
分
縣
が
こ
の
翠

十
月
冊
日
午
後
一
時
牛

於

九

大

際

堂

に

際

し

百

二
十
万
闘
の
経
費
を
計
上
し

．
挨
拶
福
岡
山
岳
連
盟
令
長

ー
て
各
コ

ー
ス
の
指
導
標
を
完
備
し
、
山

安
川

寛

(1) 



143 

富

士

山

冬

山

講

習

會

十

；

n-
下
'
H
午
後
九
時
半
新
宿
褻

―
-
+
-
H
五
合
目
小
屋
に
集
結

1

一十
二
＂
＂
全
員
各
．
ハ
ー
テ
イ
ー
に
分

れ
て
登
頂
。

二
十
一
―

-
H

希
望
者
の
み
小
御
岳
向
庭

へ
、
他
は
午
前
中
解
散
。

悉
加
者
穂
数
二
百
七

r名

前
戟
に
豫
告
し
た
冬

iu
講
習
合
は
豫
俎

外
の
申
込
人
員
の
た
め
堀
田
、
谷
口
珪

事
を
中
心
と
し
て
各
リ
ー
ダ
ー
の
間
に

数
同
の
準
備
合
が
軍
ね
ら
れ
又

E--H

に
は
明
大
講
堂
で
悉
加
者
全
且
の
準
備

合
を
開
き
万
仝
を
期
し
た
が
稀
に
見
る

快
睛
と
リ
ー
ダ
ー
諸
氏
の
努
力
、
参
加

員
の
熱
意
に
よ
っ
て
成
功
を
牧
め
る
こ

と
が
出
来
た
。
黍
加
者
は
東
京
及
近
縣

の
み
な
ら
ず
遠
く
北
は
盛
岡
、
北
陸
西

は
九
州
の
各
地
方
か
ら
醜
せ
参
じ
父
諾

習
員
と
し

て
ゞ
は
な

い
が
6
"
の
ヴ
ェ
テ

ラ
ン
も
黍
加
さ
れ
て
一
暦
諧
習
會
を
背

i

義
附
け
た

。

二
十

7
日
は
霧
の

H
で
あ
っ
た
が
時
折

新
野
の
山
頭
を
仰
ぎ
主
力
は
喪
過
ぎ
五

合
小
岸
に
到
辛
列
睛
れ
上
っ
た
夕
刻
の

一
時
を
利
し
て
小
御
岳
へ
散
歩
の
組
も

幾
つ
か
み
ら
れ
た
。
二
十
二

H
は
後
記

の
敷
パ
ー
テ
イ
ー
に
分
れ
大
過
な
く
所

出
席
理
粛：＇
ー
松
方
、
藤
島
、
谷

n

開
松
、
山
下
、
人
澤
、
渡
邊
、
村
井

小
凩
の
新
投
修
理
を
な

し
た
梃
糊
に
敬

窯
を
表
す
る
と
共
に

、
本
大
合
の
準
備

及
令
期
間
を
通
じ
需
し
得
ぬ
献
身
的
努

力
を
軍
ね
、
も
つ
て
本
大
合
を
成
功
裡

に
完
遂
せ
し
め
た
稿
岡
支
部
の
方
々
及

共
他
開
係
山
岳
人
に
感
謝
の
意
を
表
す

る。

期
の
目
的
を
逹
し
た
。
積
雰
は
七
＾
＂

H

悉
加
。
術
橘
田
滸
芙
（
山
梨
観
光
諜
）

か
ら
で
平
年
よ
り
梯
め
て
少
な
く
巾
級

一
竹
節
作
太
（
毎

rl
)
雨
氏
の
参
加
が
あ

以
上
に
は
物
足
ら
ぬ
感
が
な
い
で
も
な
っ
た
。
隅
西
學
連
茎
加
者
に
屯
故
一
名

か
っ
た
が
、
殆
ど
無
風
の
快
睛
と
適
庇
を
出
し
た
が
幸
び
大
事
に
刊
ら
ず
而
も

、、

の
締
り
の
た
め
初
級
の
者
に
は
か
へ
つ
月
原
氏
の
焚
議
で
謡
否
員
ょ
IJ
お
見
鉢

て
適
常
で
あ
っ
た
0

夜
間
堀
田
、
谷

n
一
金
と
し
て
計
―
―
一

千
七
百
五
十
闘
を
先
上

雨
理
事
よ
り
感
想
が
述
べ
ら
れ
晩
＜
迄
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
右
に
対
し
闊

夫
々
款
談
に
費
さ
れ
た
。
二
十
―
―

-
H
も
西
大
學
山
岳
部
よ
り
鄭
市
な
證
朕
に
接

快
睛
で
あ
っ
た
が
近
く
に
雰
が
な
い
た
し
叉
本
合
と
し
も
講
習
令
悉
加
各
位
に

め
希
望
者
の
み
御
庭
へ
散
策
、
大
部
は
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
終
11
．
に
本
人
止

午
前
中
に
自

ftl俯
散
を
し
て
合
を
閉
じ
て
は
窃
初
よ
り
侮

H
新
問
社
の
後
援
を

た
。
令
と
し
て
は
本
諧
習
會
の
成
果
に
得
報
逍
其
他
に
至
大
な
便
を
得
た
こ
と

満
足
す
る
も
の
で
な
く
、
将
来
は
こ
の
を
附
記
す
る
。

経
験
を
生
か
し
て
更
に
充
宜
し
た
此
の

種

企

て

を

宜

行

す

る

考

へ

で

あ

る

が

、

富

士

講

習

會

に

参

加

し

て

少
数
の
理
事
の
み
で
は
決
し
て
滴
足
な

結
果
は
得
ら
れ
な
い
の
で
今
後
共
各
位

の
御
協
力
を
切
に
望
む
次
第
で
あ
る
。

講
習
行
の
編
成
線
指
導
者
堀
田
禰
一

同

補

助

谷

口

現

古

リ
ー
ダ
ー
・
上
敬
ー
ー
雰
泊
（
洒
井
捷

之
助
）
イ
グ
ル
ー
（
林
利
夫
、
有
馬
純
）

天
幕
（
閥
根
吉
郎
）
行
動
（
大
塚
博
美
）

中
級
ー
演
野
正
男
、
湘
野
治
良
、
村
木

庸
盆
、
前
水
一
郎
、
今
村
正

1

一
、
高
橋

照
、
川
森
時
子
、
今
井
友
之
助
、
吉
田

元
、
大
山
秀
夫
、
紳
山
務
、
辰
沼
廣
吉
、

越
知
＂
英
夫
、
山
崎
安
治
、
初
級
ー
—
山

縣

一

雄

、

池

田

、

箕

島

恒

雄

、

佐

野
茂
雄
、
望
月
逹
夫
、
神
谷
義
雄
、
野

田
禰
五
郎
、
外
山
義
夫
、
村
井
米
子

開
東
慇
述
—
ー
村
山
、

r監
田
、
部
橋
、

廣
利
リ
ー
ダ

1
以
下
六
一
名
。
闊
西
學

連
ー
佐
谷
、
徳
永
リ
ー
ダ
ー
以
下
四
＝
―
―

名
。
特
別
黍
加
者
＇
~
神
谷
恭
、
藤
島

敏
男
、
綱
倉
志
期
。
叉
、
月
原
俊
二
，

磯
野
三
郎
、
高
橋
逹
郎
、
丸
山

tiI-
、

百
瀬
舜
太
郎
の
諸
氏
も
誨
習
貝
と
し
て

永
年
・
山
を
歩
い
て
ゐ
な
が
ら
、
富
士

山
の
本
賞
の
良
ざ
が
解
つ
て
来
た

の
は

ご
く
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。
今
年
も
六

月
は
じ
め
と
、
十
月
中
旬
に
小
御
岳
か

ら
御
庭
附
洒
に
遊
ひ
、
新
緑
と
紅
菊
季

の
素
睛
し
い
憬
糠
と
蒐
に
は
見
ら
れ
な

い
罪
け
さ
を
心
ゆ
く
ば
か
り
味
わ

っ
て

か
ら
は
一
膵
富
士
山
に
よ
り
多
べ
の
あ

く
が
れ
を
有
つ
や
う
に
な
っ
た
。
折
柄

今
回
催
さ
れ
た
冬
山
講
背
行
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
い
づ

れ
も
本
邦
登
山
界
の
選
り
抜
で
あ
る
。

此
好
概
を
何
條
見
逃
す
こ
と
が
出
来
よ

う
。
早
速
参
加
を
希
望
し
た
の
で
あ
っ

た
。
併
し
ま
も
な
く
六

0
歳
を
迎
え
や

う
と
い
ふ
老
兵
の
飛
入
に
は
吟
部
の
方

々
を
不
炒
鷲
か
せ
た
様
で
隊
の
編
成

其
他
る
い
ー
＼
特
別
の
御
配
慮
を
煩
は

し
た
事
は
洵
に
恐
縮
に
堪
え
な
い
。
殊

に
冬
山
に
就
て
無
繹
瞼
な
私
は
「
盲
蛇

に
怖
じ
ず
」
の
醤
（
で
濱
野
ザ
ン
の
指

揮
せ
ら
る
4
中
扱
班
に
属
し
全
く
思
懸

な
く
吉
田
大
澤
の
難
コ
ー
ス
を
登
り
つ
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山
日
記
は
お
求
め
に
な
り
ま
し
た
か
？

會
員
各
位
は
百
六
十
円
で
す
か
ら
事
務
所
か
、
お

茶
の
水
の
友
函
堂
で
お
早
く
お
求
め
下
＄
い
。

め
無
事
登
頂
し
た
の
で
あ
る
が
途
中
沼

野
サ
ン
始
め
海
野
ザ
ソ
其
他
リ
ー
ダ
ー

の
方
々
か
ら
、
ア
イ

ゼ
ゾ
ニ
の
は
き
方
か

ら
教
は
り
、
踏
み
方
、
ト
ラ
ベ
ー
ス
の

や
り
方
、
．
ヒ
ッ
ケ
ル

の
用
い
方
、
ス
リ

ッ
プ
し
た
呼
の
停
止
法
等
一
々
賞
地
に

範
を
示
し
て
御
指
導
に
輿
か
っ
た
こ
と

は
罪
に
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

御
険
で
こ
そ
彼
の
新
宮
に
蒋
め
ら
れ
た

密
峯
の
四
き
に
感
激
の
足
跡
を
刻
む
こ

と
が
出
末
た
の
で
あ
っ
て
、
登
粋
共

に

リ
ー
ダ
1
諸
君
を
随
分

ハ
ラ

l
＼

ざ
せ

た
）
と
4

思
ふ
。
洵
に
感
謝
の
言
訥
が

な
い
と
同
時
に
氷
雰
の
山
に
到
す
る
心

•

こ

梅
え
の
如
何
に
懺
軍
を
要
す
る
か
を
充

分
に
反
省
し
て
此
稿
を
マ
・
り
た
い
。

一
追
而
芭
部
の
方
々
に
は
随
分
御
而
倒

な
仕
事

で
御
氣
の
蒋
で
あ
る
が
、
今
後

斯
様
な
行
事
を
炒
く
も
年
T

-

――
一阿
位

や

つ
て
頭
1

ェ皮
い
と
希
つ
て
お
き
た
い
。

（
祁

谷

恭

）

¥

,,19,
'’¥j

f

i

I

 

一
▲
紙
而

の
都
合
で
新
入
合
員
欄
は
次
跛

ー
に
廻
し
ま
し
た
か
ら
御
諒
承
下
さ
い
。

一
本
合
の
行
事
も
漸
（
軌
逍
に
乗
っ
て
き

た
漉
が
あ
り
、
明
年
―
―一
月
は
待
望
の
會

一
ル
1
,
1
鮪
隣
企
室
も
玲
工
の
豫
定
で
隅

本
格
的
だ
仕
事

＇』か

4

れ
る
と
思
ひ
ま

ー
す
。
御
協
力
を
切
望
し
ま
す
。

（
望
月
）

(2) 
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一
、
連
盟
は
個
々
の
問
罷
父
は
個
人
の

色
彩
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、

且
つ
穂
て
の
山
岳
問
傾
が
そ
れ
人
＼

の
個
性
と
傾
統
，
主
張
を
特
ち
な
が

ら
そ
の
ま
4

で
委
加
し
う
る
よ
う

な

粗
緩
た
る
こ
と
。

一、
日
本
山
岳
合
と
し
て
は
そ
の
獨
目

の
立
揚
父
は
祈
動
に
支
障
を
来
ざ
な

い
こ
と
を
條
件
と
し
て
こ
の
連
動
に

協
力
す
る
こ
と
。

一
、
連
盟
結
成
の
問
題
ば
登
山
界
自
腫

の
問
原
で
あ
っ
て
、
腔
育
協
會
又
は

國
民
骰
育
大
合
の
問
題
と
は
別
個
の

問
題
た
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
く

こ
と
。

以
上

木
年
度
の
伝
＂
費
を
ま
だ
お
彿
込
の
な
い

方
は
至
急
御
手
績
下
さ
い
。
令
の
財
政

も
決
し
て
豊
か
で
は
な
く
、
現
在
、
出

版
闘
係
は
勿
論
展
唸
行
、
講
昔
伝
＂
等
も

夫
々
獨
立
の
會
計
で
眈
つ
て
ゐ
ま
す
。

合
員
と
の
唯
一
の
連
絡
概
問
で

あ
る
令

報
も
財
政
が
翌
字
に
な
ら
ね
ば
息
ふ
や

う
に
出
せ
ま
せ
ん
。
右
御
諒
承
の
上
宜

し
く
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

K
`
‘
‘
,
‘
‘
‘
,

、
，
贔
~
、
、
、
、
、

'‘‘‘ 
會
費
納
入
に
つ
き
お
願
ひ

全
國
山
岳
連
盟
の
問
躁

稿
岡
の
國
民
骰
育
大
會
を
機
會
に
各

地
か
ら
集
つ
た
登
山
界
の
代
表
者
が
懇

談
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
そ
の
席
上

登
山
間
髄
の
全
國
的
の
述
盟
組
織
を
作

ろ
う
と
い
う
は
運
が
強
く
現
れ
た
の

で
、
こ
の
問
題
宜
現
の
た
め
小
委
員
合

を
作
る
こ
と
に

0

本
琥
一
頁
番
照
）
な

っ
た
が
、
こ

の
小
委
員
合
は
十

1

一月
十

九
日
に
第
一
回
の
打
合
せ
を
行
い
、
一

應
そ
の
小
委
員
の
顔
ぶ
れ
で
連
盟
結
成

ま
で
の
準
備
工
作
に
と
り
か
4

る
こ
と

に
な
っ
た
。
本
令
と
し
て
は
連
盟
結
成

に
反
対
す
る
理
由
は
な
い
と
の
見
地
か

ら
次

の
條
件
の
下
に
準
備
工
作
に
委
加

す
る
こ
と
を
十
二
月

1
-
H
及
廿
日
の
理

事
會
で
決
定
し
た
。

、
1

一
豪
夫
山
崎
公
平

岳
悼
仝
日
本
の
ス
キ
ー
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
川
勝
次

一

會

ル

ー

ム

は

一
l

一
月
上
旬

一
ー
ニ
百
皿
木
村
誠
治
北
陸
鐵
逍
山
岳

頁

円

山

追

部

競

技

・

山

・

ゲ

レ

ン

デ

…

…

…

竹

節

作

太

6

ス
キ
ー
生
活
の
思
出

；・
・・・
・
・
・
・
麻
生
武
治

一
一
部
慶
應
大
學
山
岳
部
小
熊
小
五
郎

0

4

大

．

谷

一
蝶
工
の
豫
定
て
す

As

-T

（

平

）

集

初

歩

か
ら
ツ

ー
ア

ま

で

…

・

：

野

崎

彊

二

吉

田

竹

志

ー

早

）
小

9

9

9
9
9

9
9
9
9
,
1
,
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9

9ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9
,
.
,

＇9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

日
本
の
ホ

ー
プ
三
少
年
・
・
・
・
・
・
堀
浩

岳

洋

邊

他

南

蕨

嘩

―
―
―
云
贔
山
本
忠
春
宮
井
英
明
簑

ス

キ

）

放

談

―
盆
座
談
會
）

ロ

治

信

渡

邊

正

三

原

含

5

岳

）

伊

＊

九

特

―

|

|

|

|
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△
圏
書
室
再
建
資
金
募
集
▽

一

鈴

l_

円

集

部

（

〇

岳

岩

C
ノ

岡
嘩
室
再
建
計
梵
は
前
々
競
に
陵
表
四
百
皿
高
橋
照

し
た
通
り
，
で
あ
る
が
、
経
滸
朕
勢
雙
化一
五
百
皿
米
澤
盆
二
郎
黒
田
末
子
6
綱
山
風
松
ン
小
川
・
竹
節
•
松
方
・
谷
ロ
・
山
田
・

ヽ
〗
屏
繁
ィ
キ
川
森
・
入
澤

山

憤

岳

ら

5
]

ス

ス

キ

ー

の
き
も
の
（
伊
東
茂
平
）
ス
キ

の
た
め
建
染
費
の
み
で
約
四
十
七
万
円

ー
王
子
製
低
山
岳
部
赤
尾
好
夫
西
岡

）

ア

ー

具

（

田

島

一
男
）
ワ
ッ
ク
ス

（
岩
崎
三

嘉

す

る

こ

と
A

な
っ
た
。
然
し
山
岳

一
俊

雄

新

城

利

男

岡

本

信

そ

田

口

岳

岳

郎
）
ス
キ
ー
の
食
物
（
村
井
米
子
）

山
lJ

山
方

ガ

岡
壱
館
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
は
、
ど
う
一

1

一
郎
高
木
正
孝

し

て

も

本

合

の

手

に

よ

っ

て

完

成

し

な

一

六

百

闘

九

州

山

岳

聯

盟

誌

巫

競

＊

テ
麟
澤
録

◇

息

◇

中

島

健

蔵

・
中
村

プ
ル

・
石

川
欣

i

“

2

日

ぺ

（

雄

雑

・
茶
孝
．

―

け

れ

ば

な

ら

な

い

事

業

で

あ

る

。

七

百

闘

橋

本

三

八

“

計

匹

疲

表

以

来

、

會

員

並

び

に

會

員

三

直

後

朦

幹

次

中

屋

建

犬

交

碑

和

加

年

告

ッ
田
）
皇
國
證
＞
ポ
ー
ト
…
…
・
・
・
・
・
・
入
澤
文
明

外
の
山
岳
愛
好
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
厚
野
武
一
谷
口
千
吉

川
森

時

子

綱

岳

一

ぃ

雪

言

斎

國

ス

キ

ー

地

案
内

意
は
別
記
の
額
に
逹
し
感
謝
し
て
ゐ
る
倉
志
朗
森
い
づ
み
越
後
支
部
竹

r

1

一

集
～

)
¥
1
)

＜
[
 
円
雙
ー

コ
ー
ス
•
シ
ー
ズ
ン
・

の
で
あ
る
が
、
建
築
費
に
さ
へ
ま
だ
は
節
作
太
猿
田
春
彦
丹
虹

1

昨
好
黒

山

仰

，

ヒ
ュ
ッ
テ
•
宿
泊
料
~
ー

2
 

”
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る
か
に
及
ば
ず
、
募
金
抱
賞
者
は
大
い
田
光
徳
和
田
正
堆

H
銀

山

岳

部

の

叩

ロ
〗□
[
[
口
〗
二
い
出
[
〗

W
J
`
l"

[4
[い
[
の
A
z
河
；
＂
贔

こ
こ
芹
ね
て
會
員
諸
兄
の
支
援
助

力

千

五

百

皿

桑

原

武

夫

織

内

信

彦

書

一

口

4
が

汲

競

一

ア
ル
バ
ー
タ
山
頂
の
ピ
ッ
ケ
ル

を

懇

請

す

る

次

第

で

あ

る

。

一

千

名

の

二

千

闘

新

烏

登

男

長

谷

川

博

次

郎

“

會

＿T

罷

等

月

…
…
＿
―
-
田
幸
・
夫

級

泊

携

一

世

界

の

山

日

本

の

山

一
（
座
談
會
）

貫

羹

百

闘

宛

出

し

て

下

さ

れ

ば

、

川

森

円

次

郎

永

田

守

今

井

田

研

二

H
叩

岳

円

別

料

圏

ー

建

物

丈

け

は

容

易

に

出

来

上

る

の

で

あ

郎

藤

島

悶

河

て

～

40

上

宿

”
日
債
中
・
必
損
・
浦
松
・
冠
•
松
方
・
今
西
・
堀
田

ピ

集

Wfl＿
雪
質
に
つ
い
て
；
・
・
・
・
黒
田
正
夫

る
。
御
申
込
は

Wi接
事
務
所
或
は
膝
島
二
千
二
十
円
石
川
支
部

宛
御
送
金
下
さ
る
か
、
東
京
銀
行
本
店

1

一
千
四
百
円
梅
野
治
良

本

會

名

義

喜

塁

口

（

二

八

七

）

（

御

―

―

一

千

円

禍

澤

太

一

三

菱

市

ェ

悶

岡

戊

ス

近

ー

寺

ふ

ぶ

き

；

．．
．．
 

；
・
・
・
・
谷
口
現
吉

J

l

交

キ

・

な

、

技

振

込

下

さ

い

。

造

硝

所

山

岳

部

也

4

コ

用

ス

山

l
ー

登
攀
隊
員
敷
＇
：
・
・
闘
根
吉
郎

f
た

l
o

寄

附

者

氏

名

（

中

問

報

告

）

四

千

圏

田

邊

主

計

一

折

キ

井

の

富

士

山

冬

期

講

習

會

レ

ポ

ー

ト

裁

デ

キ
B
l
m
ス
ン

界
◇
譴
筆
◇
田
邊

、
主
計•
田
部
璽
冶

五

十

闘

額

田

敏

神

保

信

雄

猜

木

五

千

圏

背

柳
篤
幸
小
池
厚
之
助

l
 

＞
夕
世
渡
邊
公
平
、
四
家
文
子
•
島
田
巽

目
黒
四
郎
第
一
銀
行
山
岳
部
千
代

線

｀

愛
学

ー

ツ

ー

ア

nー
ス

紹

介

ニ

一

百

趾

丹

月

昭

川

崎

猜

雄

慈

大

田

銀

行

山

岳

部

1

＝一澤
龍
雄

ス

”

令

．

ヶ

腐
~
部
立
大
山
兵
部
農
野
貞
雄
一
万
園
新
有
社
磯
野
計
蔵
靡

國
＝
一
要
質
デ

R
大

山

岳

部

埒

田

繁

雄

橋

本

浩

一

義

一

一

一

郎

（

以

下

敬

稲

略

）

全

主

雪

新

I
I
I
澁

峠

・

白

馬

・

蔵

王

I

8
立
製
作
若
松
工
場
山
岳
蔀
諜
蛉
定
六
万
二
千
五
百
回
山
日
記
印
税
一
蔀

雄

仰

本

政

次

郎

大

久

保

勁

中

大

計

一

八

五

、

一

七

0
円

山
岳
部
J
l
l
野
榮
湯
澄
充
恭
扇
山
（
二
十
三
年
十

1

一
月
五
日
現
在
）

御
註
文
先

今
の
中
な
ら
ハ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
あ

I
J
ま
す
一

,

．↓
 

東
京
都
千
代
田
痙
小
川
町

J

八

河

出

書

房

(3) 
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こ
の
前
の
合
報
に
廣
牛
＂
し
た
「
山
」

は
日
本
山
岳
行
が
新
し
く
河
出
書
房
と

共
詞
編
集
で
月
刊
誌
と
し
て
の
務
め
を

果
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
日
本

山
岳
合
は
別
に
機
閥
誌
「
山
岳
」
を
も

ち
四
十
年
を
越
す
偲
統
を
守
つ
て
い
く

つ
も
り
で
す
が
、
新
し
く
登
山
の
健
仝

▲
虎
の
門
に
在

っ
た
岡
害
室
の
燒
失
後

な
咎
及
の
責
任
も
あ
る
隅
係
で
一
人
で
淋
し
い
思
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

も
多
く
の
人
に
讀
ん
で
貰
い
た
い
機
開
今
度
ク
ラ
プ
ル
ー
ム
兼
図
書
室
の
再
建

誌
を
も
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
山
」
を
機
に
山
の
蔵
書
の
允
役
を
計
り
た
い

は
こ
の
よ
う
な
意
図
の
下
に
編
集
し
て
と

m心
い
ま
す
。
現
在
で
は
仲
々
困
難
な

い
る
つ
も
り
で
す
。
今
在
で
の

H
本
山
こ
と
で
す
が
埓
来
の
岡
魯
室
を
考
へ
る

岳
合
の
機
期
誌
と
は
幾
分
趣
と
異
に
し
と
又
築
し
み
な
こ
と
で
す
。
萩
書
の
寄

て
い
ま
す
が
、
こ
の
意
味
を
十
分
御
理
贈
巾
込
も
既
に
二
、
一
―
一
の
方
か
ら
あ
っ

解
下
さ
つ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
讀
者
て
有
難
く
思
い
ま
す
。
新
刊
岡
潜
の
購

が
出
来
る
よ
う
山
に
開
心
を
も
つ
友
人

―
入
は
今
の
合
の
財
政
で
は
軍
荷
な
の
で

知
人
に
御
宜
他
を
お
願
い
し
ま
す
。
又

一
合
員
で
本
を
著
は
し
た
方
は
何
卒
臼
へ

各
地
方
に
も
巖
く
誤
者
を
も
ち
た
い
希
一
部
御
寄
贈
下
さ
い
。
署
名
を
し
て
下

望
が
あ
る
の
で
、
各
地
の
新
し
く
且
正
さ
れ
ば
一
竪
結
棉
で
す
。

確
な
ニ
ュ
ー
ス
な
り
、
登
山
紀
行
を
編
▲
曾
て
虎
の
門
に
あ
っ
た

J
A
C
用

集

部

宛

お

送

り

下

さ

い

。

の

山

の

記

事

の

ス

ク
ラ
プ
プ
ッ
ク
を
作

ま
だ
疲
行
部
敷
も
少
い
た
め
、
各
地
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
日
本
繹
浣
、
讀

一
山

」

を

讀

ん

て

下

さ

い

大
焚
遅
刊
し
て
を
り
ま
し
た
「
山

H
記
」

は
別
記
の
内
容
で
褒
賣
中
で
す
。
部
数

が
少
い
た
め
御
希
毀
の
命
＂
且
各
位
へ
は

漏
れ
な
く
お
頻
ち
し
た

い
の
で
至
急
御

求
め
下
さ
い
。
定
仮
は
一
八

0
円
で
す

が
本
合
員
に
限
リ
一
六

0
円
で

す
か
ら

送
料
四
十
五
円
を
加
雰
し
小
伐
杵
又
は

送
金
小
切
手
で
御
巾
込
下
さ
い
。

都
内

在
仕
者
は
な
る
べ
く
本
行
事
務
所
又
は

芝
渓
幽
咽
店
で
合
員
證
呈
示
の
上
お
求

め
下
さ
い
。

「山

日

記

」

一
九
四
九
年
版
（
第

14
輯
）

岡
書
係
か
ら
の
玉
願
ひ

「
山
岳
」
四
＝
＝
年
ご
聟
（
内
容
前
綽
通

り
）
が
焚
刊
さ
れ
ま
し
た
。
骰
協
内
日

本
山
岳
台
に
お
出
下
さ
れ
ば
二
割
引
、

―――

1
0円
で
お
如
ち
改
し
ま
す
。
主
事

禍
井
ま
で
お
ljl
込
下
さ
い
。

「
山
岳
」
も
各
支
部
に
送
つ
て
あ
り
ま

す
か
ら
地
方
の
合
貝
は
支
部
へ
お
巾
出

下
さ
い
。

次
撃
は
別
記
内
容
を
以
て
目
下
組
版
中

で
す
。

「
山

岳

」

復

刊

第

一

競

昭
和
廿
四
年
一
月
一
日
袋
行

束

京

都

千

代

田

臨

稗

田

駿

河

台

四

ノ

六

肩

所

輯

虚

日

本

山

岳

會

塁
ご
緯
｝
骸
育
會

三
一

1

一
四
芥

束
京
都
千
代
田
駈
帥
田
錦
町
ニ
ノ
九

印
刷
所

集

美

党

印

刷

所

方
に
は
よ
く
行
き
渉
ら
な
い
こ
と
が
あ
貿
、
毎
日
、
東
京
、

ニ
ホ
ン
タ

イ
ム

ズ

る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ

で
、
な
る

一
は
私
が
見
て
お
り
ま
す
か
ら
そ
れ
以
外

べ
く
支
部
を
通
じ
、
夜
は
各
地
の
書
店

一
で
何
か
よ
い
記
事
を
御
究
の
方
は
切
っ

を
通
じ
、
本
部
或
は
河
出
害
房
宛
巾
込
て
お
い
て
下
さ
い
。

（
田
邊
主
計
）

ん
で
ド
さ
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
。
令
員

に
は
二
割
引
で
お
送

n
出
来
る
こ
と
に

な
っ
て
い

ま
す
。

I' 

名
懇
會
員
小
島
烏
水
氏
逝
く

か
ね
で
病
臥
加
療
中
の
本
行
名
饗
合
員

布
＂
令
長

、
浚
起
人
小
島
烏
ホ
氏
（
合
員

番
戟

一
一
番
）
は
、
古
一
月
十
一
＝
日
夜
半

阿
佐
ヶ
谷
の
自
邸
に

お
い
て
永
眠
さ
れ

た
。
享
年
七
十
六
波
。
氏
は
た
ゞ
に
本

合
の
生
み
の
栽
で
あ
る
ば
か
リ
で
な
く

代
に
五
十
餘
年
の
長
き
に
一
且
り
、
登
llJ

の
竹
錢
に
於
て
又
そ
の
名
署
「

日
本

ア

ル
プ
ス
」
を
初
め
多
く
の
著
苓
及
文
章

を
通
じ
本
邦
登
山
界
に
貢
献
さ
れ
、
更

に
浮

ut線
の
研
究
に
於
て
も
一
家
を
な

し
、
正
金
銀
行
勁
務
の
餘
暇
に
な
さ
れ

た
そ

の
文
化
的
業
紹
は
正
に
餘
人
の
到

底
追
蹄
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

本
合
は
絃
に
衷
心
よ
lJ
哀
悼
の
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
。
告
別
式
は
十
在
ロ

午
後
自
邸
に
て
行
は
れ
、

t"
ょ
lJ
寮
前

に
生
花
一
封
を
採
げ
、
高
野
、
中
村
、

島
田
、
蕗
烏
、
松
方
、
神
谷
氏
等
が
参

列
し
た
。
編
省
は
偶
々
十

1-n+-H

午
後
新
刊
の
「
山
岳
」
を
御
届
け
し
た

が
既
に
内
容
は
よ
く
見
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
と
思
ふ
。
牧
載
の
一
文
が
絶
．
箪
と

な
っ
た
誇
で
感
慨
深
唸

（
御
誼
族
ー
ー
杉
並
低
阿
佐
ヶ
谷
―
―
―
ノ

五

0
0
小
烏
半
太
郎
）

片
桐
盛
之
助
東
京
連
終
所

東
京
都
文
京

1
森
川
町
二

鼈
話
小
石
川
四
七
五
四
番

國
旗
を
監
獄
の
屋
上
に
掲
げ
て
囚
人
の
種
切
れ
を
報
じ
る
國
が

著
ぁ
る
。
さ
れ
は
架
空
な
理
想
郷
で
も
、
5

追
い
鸞
國
で
も
な
い

＇ヽノR
p
山
を
心
か
ら
愛
し
、
郷
土
の
自
然
を
何
よ
り
も
大
功
に

す
る

人

逹
に
よ
つ
て
造
ら
れ
て
居
る
ス
イ
ス
で
の
事
で
あ
る
。

と

員三
本
書
は
登
山
記
録
集
で
は
な
い
。
山
に
打
ち
込
ん
だ
人
と
は
、

一

―

方

き

そ
の
人
逹
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
社
？
と
は
ど

の

様
な

―

＿
ス゚

も
の
か
等
を
、
著
介
獨
特
の
逹

X
を
以
て
、
著
者
の
親
し
く
見

一

開
し
た
、
人
の
餘
り
知
ら
な
い
極
め
て
豊
富
な
衣
料
を
存
分
に

一

フ
松

レ

岳
長
扱
つ
て
、
新
に
典
味
深
く
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
岳
人
諸

一

兄
の
味
讀
を
認
む
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
一
般
特
に
奇
少
年
滸

山
事

本
理

J
 日

命
2

君
に
此
の
粒
讀
を
是
非
勧
め
て
頂
き
度
い
。

―

（
初
版
は
奥
附
に
著
者
の
簡
箪
な
ザ
イ
ン
が
あ
る
）

ァ

十

二

月

初

旬
刊

B
6
包
一
―

10
円

T
二
十
五
円

―

ー

ア

ル

バ

し

夕

初

奎

山

行

槙

有
恒
著
頂
記
録
ヲ
増
捕
ス

債
ニ

――
-
C

-T
二
五

謹
告
配
本
槻
栂
が
脳
く
て
、
御
入
手

4

と
困
難
に
し

て
居

ま
す
か
ら
、
特
に
地
方
の
方
は
逍
接
本
社
に
御
註
文
下
さ

い
。
尚
ほ
数
皿
心
瓢
め
て
御
由
・越
下
・さ
い
ま
す
と
十
五
舟
位

迄
は
送
料
盆
霞
究
）
五
十
五
円
位
で
浣
み
ま
す
。
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片

桐

盛

之

助

長

野

縣

下

伊

那

郡

窃

木

村

阿

島

上

町

ノ‘

ン

マ

l
 

製

作

幕

ル

ッ

ク

サ

ッ

ク

ウ

イ

ン

ド

ャ

ッ

ケ

登

そ

の

他

販

・
ヒ
ッ
ケ
ル

ア

イ

ゼ

そ
の
他
の
用
具

ン 賣

カ
ラ
ビ
ナ

山

天

服

ピ

ト

ン

ス

，，＜ 

ッ

ツ

シ
ュ
ラ
フ
サ
ッ
ク

■-

(4) 




